
⼩学校と連携した「ため池ふるさと教育プログラム」
の実施（兵庫県）ため池事故防⽌・注意喚起動画の作成（宮城県）

ため池事故防⽌・注意喚起動画 ⼩学校での啓発活動

＜取組内容＞
 「ため池事故防⽌・注意喚起動画」を県広報課YouTubeチャンネルで公開
（R4年7⽉）
URL︓https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/tameike-rule.html

 動画の周知と活⽤を図るため、県教育委員会と連携し、以下の取組みを実施
・警察署や消防署，教育委員会等が参加する会議での情報共有
・学校向けに配布する広報誌への情報掲載
・全⼩学校に動画活⽤について案内するとともに、保護者等への⼀⻫メール配
信の実施
・職員による⼩学校への出前講座の実施

＜4年⽣の授業内容＞
 ため池の役割や意義のほか、危険性についても学習し、ため池で溺れた時
に浮き輪代わりとなる救助具「レスキューペットボトル」を発案。

 ボトルの数や重さ、ロープの取り付け⽅法などを実際に近くのため池で検証
しながら製作、設置。

 この取組は、新聞やテレビのニュースなどにも取り上げられました。

ため池学習の様⼦
レスキューペットボトル設置

レスキューペットボトル発案

農業⽤ため池への⼦供の転落事故防⽌のための啓発活動の取組事例

兵庫県では、ため池等を地域の財産として認識するとともに、ふ
るさとへの愛着を醸成するため、６年間の継続的な体験型の学習機
会を提供する「ため池ふるさと教育プログラム」を実施しています。

教育機関と連携して、⼩学⽣等にチラシ等を配布

ノートの配布（北海道⼟地連） チラシの配布（⻘森県） チラシの配布（新潟県）

宮城県では、児童、教師、保護者等に、ため池の役割や転落事故
の危険性の理解を深めてもらうための動画を作成するとともに、教
育機関と連携し、動画の周知と活⽤を図っています。


